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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期

第３四半期連結
累計期間

第39期
第３四半期連結
累計期間

第38期

会計期間

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　12月31日

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　12月31日

自平成28年
　４月１日
至平成29年
　３月31日

売上高 （千円） 10,006,055 10,487,130 14,672,414

経常利益 （千円） 500,764 789,730 1,484,482

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 282,802 491,929 923,644

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 307,745 494,025 944,489

純資産額 （千円） 8,317,531 9,215,351 8,986,280

総資産額 （千円） 15,812,495 17,406,738 17,900,017

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 16.12 27.94 52.70

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 16.04 27.91 52.43

自己資本比率 （％） 51.4 52.1 49.2

 

回次
第38期

第３四半期連結
会計期間

第39期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成28年
　10月１日
至平成28年
　12月31日

自平成29年
　10月１日
至平成29年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 10.32 8.62

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に重要な変更は

ありません。

　なお、ヘルスケアサービス事業において、平成29年７月31日にアルファフーズ株式会社の株式を取得し、連結子会

社としております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1)業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出や個人消費に一服感があるものの、雇用・所得情勢は堅調

に推移しており、緩やかな回復基調を維持しております。

　こうした経済状況の下、当社グループのうち、ヘルスケア等ソフトウェア事業が属する介護・医療分野に関するソ

フトウェア業界の事業環境は、団塊の世代が全て 75歳以上の高齢者となる 2025年に向けて、医療、介護の役割分担

と切れ目のない連携が求められており、その基盤整備のためのＩＣＴの利活用が推進されております。

　受託開発等ソフトウェア事業における事業環境は、市場規模に大きな変化はないものの、ＩＴの投資動向が従来の

効率化のためのシステム導入から事業拡大や新規事業に対する戦略的IT投資へと徐々に変化してきております。

　こうした事業環境の中、当社グループの当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高につきましては、ヘル

スケア等ソフトウェア事業において、主力商品である「ほのぼのＮＥＸＴ」の更新需要と他社製品からの切り替え需

要が増加したこと等から、前年同期を上回りました。受託開発等ソフトウェア事業につきましては、金融分野におい

て、効率化を中心としたＩＴ投資が一巡したこと等もあり、前年同期を下回りました。

　利益面につきましては、受託開発等ソフトウェア事業の売上が減少しましたが、上述のとおり、ヘルスケア等ソフ

トウェア事業の売上が増加したこと等から、前年同期を上回りました。

　以上のことから、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は10,487,130千円（前年同期比 4.8％増）、連結営業利

益は 783,662千円（前年同期比 58.1％増）、連結経常利益は 789,730千円（前年同期比 57.7％増）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は 491,929千円（前年同期比 73.9%増）となりました。

　なお、セグメント別業績の概要は次の通りです。

①ヘルスケア等ソフトウェア事業

　ヘルスケア等ソフトウェア事業につきましては、前述のとおり、主力商品である「ほのぼのＮＥＸＴ」の更新需要

と他社製品からの切り替え需要が増加したことから、当第３四半期連結累計期間の売上高は 5,106,247千円（前年同

期比 6.9％増）となりました。

②受託開発等ソフトウェア事業

　受託開発等ソフトウェア事業につきましては、金融分野における需要停滞もあり、当第３四半期連結累計期間の売

上高は 3,867,967千円（前年同期比 2.4％減）となりました。

③ヘルスケアサービス事業

　ヘルスケアサービス事業につきましては、医科巡回診療サポートや人材派遣事業の売上増加により、当第３四半期

連結累計期間の売上高は882,361千円（前年同期比49.9％増）となりました。

④ＡＳＰ事業

　ＡＳＰ事業につきましては、新規契約の伸び悩みにより、当第３四半期連結累計期間の売上高は 630,553千円（前

年同期比 6.7％減）となりました。

 

(2)財政状態の分析

　当第３四半期連結累計期間末における総資産につきましては、前連結会計年度末（以下「前期末」という。）に比

べ、493,279千円減少し、 17,406,738千円となりました。

　前述を踏まえた資産、負債及び純資産の詳細につきましては、次のとおりであります。

　資産につきましては、流動資産は 597,378千円減少し、固定資産は 104,099千円の増加となりました。流動資産の

主な減少要因は、売掛金の減少によるものです。固定資産の主な増加要因はソフトウェア等無形固定資産の増加によ

るものです。

　負債につきましては、8,191,386千円となり、前期末比 722,350千円の減少となりました。流動負債は 775,175千

円減少し、固定負債は 52,825千円の増加となりました。流動負債の主な減少要因は、未払法人税の減少によるもの

です。固定負債の主な増加要因は、受注増加に伴う長期前受収益の増加によるものです。
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　純資産につきましては 9,215,351千円となり前期末比 229,070千円の増加となりました。主な要因は利益剰余金の

増加によるものです。

 

(3)経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は390,627千円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 70,000,000

計 70,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,854,968 17,854,968
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 17,854,968 17,854,968 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成29年10月1日～

平成29年12月31日
－ 17,854,968 － 1,346,385 － 1,303,885

 

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をして

おります。

①【発行済株式】

平成29年12月31日 現在
 

区　　　分
株式数
（株）

議決権の数
（個）

内　　容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　222,300
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,630,700 176,307

権利内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式でありま

す。

単元未満株式 普通株式　　　1,968 － 同上

発行済株式総数 17,854,968 － －

総株主の議決権 － 176,307 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が800株含まれております。また、「議決

権の数」には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数８個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年12月31日 現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する

所有株式数の割合
（％）

エヌ・デーソフト

ウェア株式会社

山形県南陽市和田

3369番地
222,300 － 222,300 1.25

計 － 222,300 － 222,300 1.25

（注）第３四半期末現在の自己株式は222,334株であります。

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,856,627 9,475,850

受取手形及び売掛金 ※１ 4,369,714 ※１, ※２ 2,769,712

商品及び製品 22,762 111,626

仕掛品 18,925 115,037

原材料及び貯蔵品 12,926 40,648

その他 522,734 694,076

貸倒引当金 △1,306 △1,946

流動資産合計 13,802,384 13,205,005

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 739,911 794,062

減価償却累計額 △193,485 △213,598

建物及び構築物（純額） 546,425 580,463

土地 232,499 237,360

その他 618,863 660,282

減価償却累計額 △367,907 △430,399

その他（純額） 250,956 229,883

有形固定資産合計 1,029,881 1,047,707

無形固定資産   

のれん 680,504 829,781

ソフトウエア 1,011,036 1,236,232

ソフトウエア仮勘定 312,656 51,633

その他 6,569 7,999

無形固定資産合計 2,010,766 2,125,646

投資その他の資産   

投資有価証券 207,705 108,616

その他 849,284 919,767

貸倒引当金 △4 △4

投資その他の資産合計 1,056,985 1,028,379

固定資産合計 4,097,633 4,201,732

資産合計 17,900,017 17,406,738
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 441,554 399,651

1年内返済予定の長期借入金 68,328 83,056

未払法人税等 555,799 27,804

前受金 233,737 278,121

前受収益 1,646,178 1,724,385

賞与引当金 609,623 294,875

役員賞与引当金 29,300 24,675

その他 1,171,539 1,148,316

流動負債合計 4,756,060 3,980,884

固定負債   

長期借入金 68,068 49,318

役員退職慰労引当金 201,984 －

退職給付に係る負債 551,658 607,961

長期前受収益 3,199,416 3,259,566

その他 136,548 293,655

固定負債合計 4,157,675 4,210,501

負債合計 8,913,736 8,191,386

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,312,937 1,346,385

資本剰余金 1,414,117 1,447,565

利益剰余金 6,309,930 6,494,244

自己株式 △132,201 △132,201

株主資本合計 8,904,783 9,155,993

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 8,781 11,728

退職給付に係る調整累計額 △103,007 △94,062

その他の包括利益累計額合計 △94,226 △82,334

新株予約権 22,915 －

非支配株主持分 152,808 141,692

純資産合計 8,986,280 9,215,351

負債純資産合計 17,900,017 17,406,738
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 10,006,055 10,487,130

売上原価 6,373,384 6,551,487

売上総利益 3,632,671 3,935,642

販売費及び一般管理費 3,136,894 3,151,980

営業利益 495,776 783,662

営業外収益   

受取利息 2,688 3,697

受取配当金 1,196 1,173

業務受託料 3,240 －

その他 8,987 9,664

営業外収益合計 16,111 14,534

営業外費用   

支払利息 7,932 6,073

その他 3,191 2,393

営業外費用合計 11,123 8,466

経常利益 500,764 789,730

特別利益   

固定資産売却益 76 2,168

新株予約権戻入益 585 7,356

収用補償金 － 5,554

特別利益合計 662 15,079

特別損失   

投資有価証券評価損 － 3,492

ソフトウエア除却損 31,138 1,840

その他 2,035 873

特別損失合計 33,174 6,205

税金等調整前四半期純利益 468,252 798,603

法人税、住民税及び事業税 176,980 316,470

四半期純利益 291,272 482,133

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
8,469 △9,796

親会社株主に帰属する四半期純利益 282,802 491,929
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 291,272 482,133

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 7,843 2,947

退職給付に係る調整額 8,629 8,944

その他の包括利益合計 16,473 11,892

四半期包括利益 307,745 494,025

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 299,276 503,821

非支配株主に係る四半期包括利益 8,469 △9,796
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【注記事項】

（連結の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

　第２四半期連結会計期間において、アルファフーズ株式会社の発行済株式の全てを取得したため、同社を連結

の範囲に含めております。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、「法人税、住民税及び事業税」に含めて表示しております。

 

(追加情報)

（役員退職慰労金制度の廃止）

　当社は従来、役員の退職慰労金に備えるため、役員退職慰労金規程に基づく期末要支給額を「役員退職慰労引

当金」に計上しておりましたが、平成29年５月12日開催の取締役会において役員退職慰労金制度の廃止を決議

し、平成29年６月23日開催の定時株主総会において役員退職慰労金制度の廃止に伴う打ち切り支給を決議いた

しました。

　また、一部の連結子会社では平成29年５月取締役会において役員退職慰労金制度の廃止を決議し、平成29年６

月開催の定時株主総会において役員退職慰労金制度の廃止に伴う打ち切り支給を決議いたしました。

　これにより、第１四半期連結会計期間において「役員退職慰労引当金」を全額取崩し、打ち切り支給の未払い

額205,222千円を、固定負債の「その他」に含めて計上しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　売上債権流動化に伴う遡及義務は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成29年12月31日）

 56,136千円 65,539千円

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日を持って決済処理しております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成29年12月31日）

受取手形 －千円 3,193千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであ

ります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

減価償却費 520,000千円 616,088千円

のれんの償却額 106,617 113,179
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

　 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月24日

定時株主総会
普通株式 175,888 10 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金

平成28年11月11日

取締役会
普通株式 130,903 7.5 平成28年９月30日 平成28年12月５日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

　 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月23日

定時株主総会
普通株式 175,370 10 平成29年３月31日 平成29年６月26日 利益剰余金

平成29年11月10日

取締役会
普通株式 132,244 7.5 平成29年９月30日 平成29年12月５日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
ヘルスケア等
ソフトウェア
事業

受託開発等
ソフトウェア
事業

ヘルスケア
サービス事業

ＡＳＰ事業 計

売上高        

外部顧客への

売上高
4,777,770 3,963,901 588,807 675,576 10,006,055 － 10,006,055

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

22,384 619,696 777 61,939 704,797 △704,797 －

計 4,800,154 4,583,598 589,584 737,515 10,710,853 △704,797 10,006,055

セグメント利益又は

損失(△)
281,623 260,015 △9,476 100,131 632,294 △136,518 495,776

（注）１．セグメント利益の調整額△136,518千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△184,133千円、セグ

メント間内部取引47,615千円であります。全社費用は、本社管理部門に係る費用であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
ヘルスケア等
ソフトウェア
事業

受託開発等
ソフトウェア
事業

ヘルスケア
サービス事業

ＡＳＰ事業 計

売上高        

外部顧客への

売上高
5,106,247 3,867,967 882,361 630,553 10,487,130 － 10,487,130

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

47,555 320,496 1,149 61,743 430,944 △430,944 －

計 5,153,803 4,188,463 883,510 692,296 10,918,074 △430,944 10,487,130

セグメント利益又は

損失(△)
823,555 147,000 △24,304 1,452 947,703 △164,041 783,662

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△164,041千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△159,989千

円、セグメント間内部取引△4,052千円であります。全社費用は、本社管理部門に係る費用であります。

　　　２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　「ヘルスケアサービス事業」において、アルファフーズ株式会社の全株式を取得し、新たに連結の範囲に

含めております。

　当事象によるのれんの増加額は、第３四半期連結累計期間において262,455千円であります。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 16円12銭 27円94銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
282,802 491,929

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
282,802 491,929

普通株式の期中平均株式数（株） 17,538,812 17,603,776

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 16円04銭 27円91銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 89,418 24,228

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

――――― ―――――

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

平成29年11月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ） 配当金の総額 132,244千円

（ロ） １株当たりの金額 7.5円

（ハ） 支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成29年12月５日

（注）平成29年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月９日

エヌ・デーソフトウェア株式会社

　　　　　　　取 締 役 会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
 
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 鎌田　竜彦　 　印

 

 
指定有限責任社員
 
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 田村　　剛　 　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエヌ・デーソフ

トウェア株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年10

月１日から平成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エヌ・デーソフトウェア株式会社及び連結子会社の平成29年12月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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